
      

 

木村 友紀 x 落合 多武 

会期：2012 年 11 月 30 日（金） ‐ 2013 年 1 月 19 日（土） [冬季休廊：12 月 23 日‐1 月 7 日] 

オープニング・レセプション：2012年 11月 30日（金）18:00-20:00  

会場：タカ・イシイギャラリー京都 / 小山登美夫ギャラリー京都 

 

タカ・イシイギャラリー京都と小山登美夫ギャラリー京都は 2 つの個展、木村友紀「Interior 6L01〜107T」、落合多武

「Meadow Traveler, Madeleine Severin（牧草地の旅行者、マデリーン・セヴェリン）」を同時開催いたします。また同

期間中、TKG エディションズ京都では、木村と落合の企画によるグループ展「足りない O のために“KYTO”」（展示

作家：伊藤りょう子、ニシジマ・アツシ、大木裕之）を開催いたします。 

 

木村 友紀「Interior 6L01〜107T」 会場：タカ・イシイギャラリー京都 

本展で木村友紀は、継続的に取り組んでいる「部屋の写真」を用いた新作「Interior 6L01～107T」を発表します。生

活空間を写した作者不明の写真、そこに写る生活様式と、プリントのアナログ写真様式は、どちらも時代の変化に伴

い衰退していきました。イメージと媒体が文字通り一体となって同じ運命を辿ったという点において、これらの写真は

作家にインスピレーションを与えています。今回のインスタレーションでは、関連する９枚の白黒写真をテーマに、自

立するパネル型の立体作品で展示空間を構成します。写真は構造体の一部となり、展示空間を仕切る様に配置さ

れます。写真のイメージが示す空間は構造体によって現実空間と重ね合わされ、新たな場として甦ります。そこでは、

写真同士の関係性が空間に複数の導線を導き出し、写真はフィジカルな体験へと展開されます。写真が撮られた

場所から写真が置かれる場所へ、木村は視覚によるトートロジーともいえるような表現を成立させます。本展はタカ・

イシイギャラリー京都における木村の初めての個展となります。 

 

落合 多武「Meadow Traveler, Madeleine Severin（牧草地の旅行者、マデリーン・セヴェリン）」  

会場：小山登美夫ギャラリー京都 

本展で落合多武は、移動する事をテーマにファブリックの上に漂白剤で描いた絵画シリーズ、辞書に掲載されてい

る最初と最後の街を往復した映像作品、アーティストブック「meadow traveler's restaurant guide」に掲載の 28 点の

ドローイングを展示します。このアーティストブックは、メキシコシティにあるポーランドレストランなど、その場所と料理

の内容が乖離する実在するレストランの地図を描いたもの。シュルリアリスム文学に通じる背景を超えた要素の組み

合わせによって現れる、「自然の中にぽっかり浮かぶ meadow（低地にある牧草地）」（同アーティストブックの落合の

テキストより）のような場所を行く旅行者のためのレストランガイドです。さまざまな事物を断片化し、結びつけることで

常識的な文脈を軽々と超え、自由で複雑な意味作用の共鳴、そして豊かな想像力の広がりを提示する落合。小山

登美夫ギャラリーでは 5 年ぶりの個展となります。 

 

「足りない O のために “KYTO”」 伊藤りょう子、ニシジマ・アツシ、大木裕之／企画：木村友紀、落合多武 

会場：TKGエディションズ京都 

本展は音、音楽と時間をキーワードとし、伊藤りょう子はわが子が保育園を卒園する時に文集委員として担当したペ

ージの原稿、ニシジマ・アツシは一本のピアノ線から様々な音を生み出すサウンドインスタレーション他、そして大木

裕之は映像作品の編集用に描いたチャート、あるいは楽譜のようなドローイングを展示します。3 人の展示作家と 2

人の企画者による今回の京都での展覧会が、緩やかに流れる静かな時間や、変化しながらも継続していくそれぞ

れの関係性をどのように表現するのか、是非ご高覧下さい。 



 

【木村友紀 略歴】 1971 年京都生まれ。96 年京都市立芸術大学にて修士課程修了。現在ベルリンを拠点に活動。写真を主題に

空間と時間、または次元をテーマにしたインスタレーション形式の作品を発表している。「第 30 回サンパウロ・ビエンナーレ」（12

年)、「MOUNT FUJI DOES NOT EXIST」LE PLATEAU / FRAC ILE-DE-FRANCE（12 年、パリ）、「風穴 もうひとつのコンセプチ

ュアリズム、アジアから」国立国際美術館（11 年、大阪）、「第 6 回イスタンブール・ビエンナーレ」（99 年）等、国内外で活動の場を

広げている。主な個展として「無題」IZU PHOTO MUSEUM（10 年、静岡）等がある。 

 

【落合多武 略歴】 1967年神奈川県生まれ。90年に和光大学を卒業後渡米、93年にニューヨーク大学芸術学部大学院を卒業。

現在もニューヨークを拠点に制作。ワタリウム美術館での「スパイと失敗とその登場について」（10 年）の他、ニューヨーク、ミラノな

どで個展を開催。11 年には横浜トリエンナーレ 2011 に参加。その他の主なグループ展に「ウィンター・ガーデン：日本現代美術に

おけるマイクロポップ的想像力の展開」（原美術館、東京、ケルン日本文化会館、ドイツ、トロント日本文化センター、トロントへ巡回、

09-10 年）がある。作品は東京都現代美術館、国立国際美術館、国際交流基金などに収蔵されている。 

 

お問合わせ先： 

タカ・イシイギャラリー京都 展覧会担当：増山貴之 / プレス担当：安丸順子 

TEL: 075 353 9807   e-mail: kyoto@takaishiigallery.com 

小山登美夫ギャラリー京都 プレス担当：藤川二葉     

TEL: 075 353 9992   e-mail: fujikawa@tomiokoyamagallery.com 

〒600-8325 京都市下京区西側町 483 番地（西洞院通／新花屋町通 西南角） 

入場無料／火曜日-土曜日／午前 11 時-午後 7 時／日・月・祝休業 
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